
巣
す

栗
ぐ り

渓谷
け い こ く

 （武
た け

石川
し が わ

） 
 

所在地 長野県上田市武石上本入巣栗 種 類 川 

＜写真＞ 

 

概 要 

 巣栗渓谷は、武石地域を東西に流れる武石川の上流に位置し、美ヶ原高原の伏流水とし

て流れ出る清流と渓谷を彩る木々は、訪れる人々に安らぎを与えるとともに、下流域の田

園地帯に豊かな恵みを与えています。 

水質・水量 

 真夏でも水温は 5℃を超えることはなく、非常に冷たい清流であり、渇水期でも涸れる

ことなく年間を通して水量が豊かな渓谷です。 

周辺環境 

 巣栗渓谷周辺は、手つかずの自然が豊富にあり、水生動植物はもとよりそれらを餌とす

る様々な鳥や動物が数多く生息し、豊かな自然を形成しています。 

利用状況 

 本渓谷は水量が多く、渇水期でも涸れることがないため、下流域 350ha におよぶ耕作

地の農業用水として利用されています。また、豊富な水生動植物は私たちの生活をより豊

かなものにしています。 

水環境保全活動 

 渓谷周辺の遊歩道や広場の草刈り、木道の補修や清掃等に多くの市民がボランティアと

して活動しています。 



故事来歴 

〔お仙が淵伝説〕 むかしむかし、武石の村のどこからともなく三人の姉弟がやってきて

住み着くようになった。姉をお仙といい、上の弟を庄兵衛、下の弟を金次郎といった。 

 ところがこの三人が住み着くようになってから、にわとりなどの家畜が頻繁に盗まれる

ようになり、後にはきまって大蛇のうろこが落ちていた。犯人は、この三姉弟で大蛇の化

身であった。この大蛇を殺してたたりがあってはならぬと、三人をそれぞれの神様に祭っ

て封じ込めることにした。姉のお仙を今のお仙ヶ淵に、弟の庄兵衛を築地原のしょうぶ池

に、金次郎を権現の金次郎池に祭り、一年に一回お祭りをすることになった。それからは

家畜が襲われることもなくなったとさ。 

アクセス 

■ JR長野新幹線・しなの鉄道「上田駅」から国道18号を経由し、国道152号を武石方

面へタクシーで50分。 

■ 上信越自動車道「東部湯の丸 IC」から国道18号を経由し、国道152号を武石方面へ

40分。 

＜マップ＞ 

お問い合わせ 

上田市武石地域自治センター産業観光課商工観光係 

〒 ３８６－０５９２ 長野県上田市上武石７７番地 

TEL：0268－85-2828  E-mail ： tsangyo@city.ueda.nagano.jp 

当該湧水等の URL 

 

 


